2025.10.16　くすのき勉強会（調査技術）
１．調査の必要性
　・音訳活動は読みの調査から始まる
　・どんなに読みが上手でも、語句を誤って読んでいたら何にもならないと言われるほど調査は大事なことである
　・「正しく読む」「正しく伝える」ことは、利用者へ正確な情報を伝えること、及び著作権法第
２０条「同一性保持権」を守ることでもある

２．調査する際の注意事項
　・著者及び出版者への問い合わせはしない
　・人名、地名などの固有名詞は必ず調査し確認する
　・一語について複数の調査が大事
　・簡単と思われる語句についても確認が必要（思い込みの場合もあるので）
　
３．図書調査紙の記入の方法
　・丁寧な字で書く、「ページ」「行」「読み」「典拠」欄はもれなく記入する
　・「読み」は仮名で書く
　・「典拠」には出典を具体的に書く
　　例：〇国会図書館サーチ　　〇デジタル大辞泉　　×ネット
　　例：〇広辞苑第七版　　　×辞典
　・調査できなかった語句についても書く（推測読み、その読みにした理由）
　・調査をしたにもかかわらず、写し間違うことの無いよう記入には注意する

４．困ったときは
　・調べがつかないとき、迷ったときにはあいさがに相談し、図書調査紙には処理状況を記入しておく

５．その他
　・課題に対する回答に示した典拠は一例であり、インターネットでの検索サイトは多数ある
　　注意すべきは、より信頼できるサイトを出典とすること
　　出来れば専門サイトや公共サイトなど
（ヤフー知恵袋、ウィキペディア、AIは参考程度にとどめ、他で確認する）

6．図書調査紙の目的
　・調査紙は音訳者自身の記録でもあり、また校正者の参考資料にもなる
　・調査紙に語句と典拠が記入されていることにより、校正者の追調査による確認が省略できる

※今日は調査について勉強会をいたしましたが、調査方法については皆さんそれぞれが
今までされてきた方法で構いません。が、他にも方法は色々あることを、これをきっかけに
分かって頂ければありがたいです。

ポイント：1．音訳活動は読みの調査から始まるということを意識しておく
2.　簡単な語句の読みでも辞書などで確認すること
3．図書調査紙の作成も重要
